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子どもの権利条例施行10周年
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〒060-0051 札幌市中央区南1条東1丁目大通バスセンタービル1号館3階
電話 011-211-2942ファクス 011-211-2943

子どもの権利条例が、
平成31年４月で施行
10周年を迎えます。

気づいたことや考えたアイデアを発表し
ました。
　「日本人の当たり前≠外国人の当たり
前。交通機関の乗り方などを、様々な言
語でアナウンスしたり動画で配信したら
どうか」「色々な国や文化の人が、興味が
あることで集まる交流があるといい」な
ど、なるほどと思う素敵なアイデアがた
くさんありました。
　発表の後は、来場者とポスターセッ
ションを行い、発表の感想や質問をか
わしながら、大人と子どもが一緒に、多
文化共生や札幌のまちについて考える
機会となりました。

　参加した子どもたちからは、「色々な
国や文化の人と交流できた」「発表した
アイデアを実践したい」などの感想があ
りました。また、発表を聞いた外国人の
インタビュー協力者からは、「子どもたち
からエネルギーをもらった」「日本と海
外の国の友好関係がもっとよくなるよう
に、今後も協力してほしい」など、これか
らの未来を担う子どもたちに期待する
声が寄せられました。平成31年（2019年）３月発行
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どうしたら札幌が、国や文化を越えて
みんなにやさしいまちになるか考えよう！

保護者の方へ

お子様が安心安全にスマートフォンを利用するために

【本ページの内容に関する問い合わせ先】
総務省 北海道総合通信局 情報通信部 電気通信事業課／電話：011-709-2311（内線：4704）

出典：インターネットトラブル事例集（2018年度版）

18歳未満のお子様にスマートフォンを利用させる場合は、保護者の方は次の点に注意してください。

　１月12日（土）、札幌市民交流プラザのSCARTSコートで
「SAPPOROこども特派員2019」の発表会が開催されました。
15名のこども特派員が、外国人にインタビューをした経験をも
とに、多文化共生の視点からどうしたら札幌のまちがもっと魅
力的になるか話し合い、その成果を発表しました。

こども特派員ってどんな
活動をしてきたの？

「日本に来て困ったことは
ありますか？」

話し合い、動画の編集、発表の
準備…子どもたちは大忙し！

みんなのアイデアを発表！

ますか？」など、子どもたちは少し緊張し
ながらも一生懸命インタビューしました。

　外国人の生の声を聞いた後は、「みんな
にやさしいまちSAPPORO」をテーマに、
グループごとに話し合いを行いました。
今回、子どもたちは動画の編集にも挑
戦。インタビュー動画を編集し、発表原稿
をつくり、役割分担を決めてリハーサル
と、発表までにやることは盛りだくさん。
大学生サポーターの力も借りながら、み
んなで力を合わせて完成させました。

　本番の発表会では、70名近い市民が
集まる中、子どもたちはインタビュー動
画を活用しながら、今回の活動を通じて

　今回、札幌市内の小学６年生15名が
集まり、12月９日のミーティングで初顔
合わせ。その後、札幌に住んでいる外国
人に会ってインタビューを行い、札幌を
「国や文化を越え誰にでもやさしいま
ち」にするためにはどうしたらよいか、グ
ループでの話し合いを重ねながら、１月
12日の発表会に向けて準備を進めてき
ました。

　インタビューに協力してくれた外国人
は、ガーナ、ベトナム、韓国、トルコ、カナ
ダ…と国も文化も様々。「食事や交通
ルールなど、日本と外国で違いはありま
すか？」「地震や雪で困ったことはあり

参加者の感想

SAPPORO こども特派員 2019 発表会

総務省からの
お知らせ

SNSを利用して子供たちを言葉巧みに誘い出すトラブルや事件も発生しています。スマートフォンの使い方などイ
ンターネットの知識、情報モラルやコミュニケーション能力を親子で身につけることが重要です。

適切にインターネットを利用させる1

適切な生活習慣が身につけられるように、お子様と一緒に話し合って我が家のルールを作りましょう。
 「利用時間は夜９時まで」など、ルールは具体的に決めましょう。

家庭のルールを作る2

○実際に起きたトラブル事例をまとめた「インターネットトラブル事例集」も活用ください。
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/kyouiku_joho-ka/jireishu.html

「フィルタリング」は、知識が十分でないお子様が、不用意に違法・有害サイトにアクセスしないよう制限する機能
です。子供たちが事件・事故に巻き込まれないために、「フィルタリング」を必ず設定してください。

フィルタリングなどを設定する3

総務省インターネットトラブル事例集 検 索

クラスの仲良し数人で
やっているグループ
トーク。Cさんは、メッ
セージの最後に「？」を
つけ忘れたまま、スマ
ホを置いてお風呂に
入ってしまいました。

お風呂上りにスマホを見
ると、「ひどい！」などの
メッセージが。誤解を解こ
うとしても、反応なし。
Cさん以外のメンバーは別
グループを作り、Cさんを
外したのです。

考えてみよう！ 会話の流れが速く、ささいなことでも誤解や感情の行き違いが生じやすいグループトーク。
トラブルに発展することなく、仲良く使い続けるために気をつけたいことは？

「？」と「！」では意味が真逆になること
もある文字の会話。記号やスタンプ、
(̂ )̂のような顔文字を活用して、気持ち
が正しく伝わるよう工夫しながらやり取
りすることが大切です。

グループトークはテンポが速く、複数の
会話が並行して飛び交います。途中参加
をすると、流れをつかむのは至難の業。
でも、曖昧なままやりとりをするとトラ
ブルに発展することも。

どんな会話でも、嫌な気持ちになること
はあります。そんなときは感情をすぐに
ぶつけず、一呼吸して考えて。文字だと
ケンカになりそうなら、電話で話してみ
るのも良い方法です。

主催：（公財）札幌国際プラザ



　札幌市では「札幌市子どもの最善の
利益を実現するための権利条例（子ど
もの権利条例）」に基づき、様々な場面
で子どもが意見を言う「子どもの参加」
の機会をつくり、まちづくりに子どもの
視点を活かす取組を進めています。
　今回は、子どもたちの声を札幌のま
ちづくりに届ける取組として実施して
いる「子ども議会」と「子どもの提案・
意見募集ハガキ」について紹介しま
す。

　札幌のまちづくりに関する２つのテーマについて、子どもたちから提案や意見を募集するため、返信用ハガキ付きの用紙を市内の学校などに配った
ところ、11～12月の期間で合計593名の子どもたちから意見が寄せられました。

　 子どものまちづくりへの参加について、たくさんの
アイデアをありがとうございました。
　 広報やＰＲの工夫について多くの意見をいただきま
したが、今後はインターネット・ＳＮＳなども活用しなが
ら、子どもにも興味を持ってもらえる分かりやすい広報
に取り組んでいきます。また、札幌市では、子ども議会
など、子どもがまちづくりに参加する取組を行っている
ところですが、今回アイデアをいただいたような子ども

が楽しめる工夫や、企画・運営から子どもに考えてもら
う取組などを増やしていきたいと思います。
　この他、大人にはもっと子どもの声を聞いてほしい、
子どもにも参加する権利があることを知らなかったと
いう声もありました。子どもの権利の考え方を、大人に
も子どもにも広く伝えていきたいと思います。
　みなさんのアイデアを参考に、子どもが活躍できる
まちを目指していきますので、みなさんも住んでいるま
ちや地域のことについて考え、一緒により良い札幌を
つくっていきましょう！

　 フェアトレードの大切さを理解してもらい、協力して
取り組んでいくためにどんなことができるか、というこ
とについて、多くのアイデアをいただき、ありがとうご
ざいました。
　札幌市では、昨年11月、秋元市長が、まちとしてフェア
トレードに取り組んでいくことを宣言しました。市で
は、市民の団体とともにフェアトレードをPRしていると
ころです。

　また、まち全体でフェアトレードを応援する都市を認
定する「フェアトレードタウン」になろうとしており、こ
れが認められれば札幌が日本で５番目のフェアトレー
ドタウンとなります。
　このような中、今回、みなさんからいただいたアイデ
アを参考に、今後もフェアトレードの大切さを多くの方
に理解していただけるよう取り組んでいきたいと思い
ます。
　たくさんのご意見をいただき、ありがとうございまし
た。

さ っ ぽ ろ の ま ち づ く り に 子 ど も の 声 を 届 け よ う ！

札 幌 市 の考え方 札 幌 市 の考え方
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●ツイッターやLINEなどのSNSで広く意見を聞いた方
が、子どもにとっては身近でハードルが低い。
●どんなまちにしたいかなどを、定期的にワークショップ
で子どもたちに考えてもらったらいいと思う。
●子どもが参加したいと思えることが大切。例えばゲーム
大会とか、参加した人にお菓子をプレゼントするとか。
●イベントの企画、運営までをすべて子どもがやるなど、
札幌のイベントを「見る」ではなく「体験する」ことで、子
どもも札幌のまちづくりに参加できる。
●「まちづくり」とか堅苦しいタイトルはやめて、「こんな
まちがいい！」みたいに、子どもにも分かりやすくする。
●大人が子どもの声にしっかり耳を傾ける。
●意見を言うこと、参加することなど、「子どもの権利」に
ついてもっと教えてほしい。

例えばこんな意見
●CMでフェアトレードについて紹介したり、スーパーなどに
フェアトレード商品のコーナーをつくってPRする。
●フェアトレードについての知識を出題するクイズ大会やクイ
ズラリーが店やイベントであるとよい。
●フェアトレードマークのある商品を扱うお店を見に行ったり
して、友達や家族に教えてあげるのもいい。
●商品を適正な価格で取引できなかったときの状態を分かりや
すい図などで示すと、意識できると思う。
●商品にQRコードを付け、読み取るとフェアトレードの情報を
発信するウェブサイトにとべるようにする。
●フェアトレードカードを作って、フェアトレード商品を買うと
ポイントがたまる制度を導入したらいい。
●作られたものの背景に気を配り、その生産に関わる人々、自
然に配慮し感謝の気持ちをもつことが大切だと思う。

例えばこんな意見

16

44
30
16
24
37

16 21 20
5 7

21

57

108

39

そ
の
他

開
発
途
上
国
の
現
状
に
つ
い
て
学
ぶ

商
品
を
買
う
と
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
る
仕
組
み
な
ど

生
産
国
や
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
工
夫

商
品
に
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
説
明（
ラ
ベ
ル
や
Q
R
コ
ー
ド
）

商
品
の
近
く
で
の
宣
伝（
ポ
ス
タ
ー
や
P
O
P
広
告
）

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
の
コ
ー
ナ
ー
や
専
門
店

分
か
り
や
す
い
広
報（
動
画
や
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
な
ど
）

体
験
・
ゲ
ー
ム
・
ク
イ
ズ
な
ど

家
族
や
友
達
の
間
で
広
め
る

学
校
の
授
業

イ
ベ
ン
ト
や
講
演
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
S
N
S

テ
レ
ビ
・
C
M

チ
ラ
シ
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
ポ
ス
タ
ー

イベント・
PRの工夫 その他宣伝・広報 商品販売の工夫

120

100

80

60

40

20

0

子ども議会
開催！！

子どもの提案・意見募集ハガキ

●子どもが楽しみながら防災
について学ぶための札幌防
災検定
●子ども防災部を作る

（テーマ：防災）

災害半端ないって
委員会

●みんながバスに乗りたくな
るような楽しい広報
●季節ごとにバスの車内に飾
りつけをする

（テーマ：バスの利用促進）

C’MON PEOPLE
バス乗ろう！！委員会

●障がいのある人を助けたい
と思う人がつけるマークの
作成
●挨拶など日頃からできる心
遣い

（テーマ：障がいの理解）

U.S.A
委員会

●SDGsは私たちの生活に
身近なもの
●SDGsの広報（SDGs弁当
や理想の未来を描いたクリ
アファイルなど）

（テーマ：SDGsの普及）

SDGs（札幌だってがん
ばるッス）委員会

子ども議員
の提案

テーマ
１ 子どもの参加の促進 （583名／891件）

テーマ
2 フェアトレードの推進 （313名／461件）

　平成30年度の子ども議会は、小学４年生から高校３年生までの48名の子ども議員と５名の学生
サポーターが、４つの委員会に分かれて、10～12月の期間に札幌のまちづくりについて考え、提案
をまとめる活動を行いました。12月27日に市議会の議場で行われた本会議では、秋元市長も見守
る中、子ども議員が考えた提案を発表しました。


